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台湾のコミュニティ・リノベーションとアートマネジメント1
―新しい社会的価値の現代的創出―
馬頭　忠治＊
Abstract
The present paper considers the possibility of art intervention as a main constituent to advance 
regional policies for community renovation, based on on-site interview and field research in Tai-
wan ２～６ May 2018.
My purpose is to explore how we can use arts and cultures to rebuild and revitalize communities 
that have experienced challenging and placemaking (to reorganize places as a new common 
space) economic, social and cultural circumstances for the purpose of seeking to sustainable de-
velopment against such as a decline in a major local industry or community deterioration. 
It is through the behavioral example of community development by intervention of arts that in-
dividuals, including disable people and community can be stronger and have a greater capacity 
to manage their resources for community renovation by initiating and supporting many art-led 
recovery projects.
And from this research, we have learned some lessons that especially human life which is be-
yond the producing physical materials can possible. And we will have alternative wellbeing, and 
what is more we are conscious of our having own originality to realize the act of recognizing the 
social value of something. 
So we will be able to create intrinsic value (John Ruskin) to fulfill the entire human nature which 
we will realize a new society like a neither wealth nor beauty but life. 
はじめに
本稿は，2018年５月２日から７日に実施した台湾訪問調査の報告でもある。調査目的は，台湾における
コミュニティ・リノベーションの現状をアートマネジメントと社區営造運動から考察することにあった。
それは，これとの比較において，日本のアートマネジメントの現状とその現代的な意味を明らかにするた
　 　
キーワード： コミュニティ・リノベーション，アートマネジメント，社區営造運動，境界の編集と社会的価値の創出，ラスキンの「本
有的価値」と「実効的価値」
　 　
＊本学経済学部教授
　 　
1  本研究は，平成30年度鹿児島国際大学附置地域総合研究所　清水基金プロジェクト研究の研究助成を受けて実施したものである。
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めである。
台湾調査は，具体的には，以下の３点に絞り実施した。すなわち，①社區営造センターとコミュニティ・
リノベーション：台湾の都市部（高雄市，台南市，台中市，台北市）における歴史・文化遺産の活用とコ
ミュニティ・アートの介入による創造的まちづくり，②台湾の地方の一つ，台北県淡水鎮（現新北市淡水
区）における社區営造活動（共食，共耕，共学）について，さらに③演劇と地域づくり，担い手づくり：
台日コモンビートの取組みがそれである。
以下，台湾におけるコミュニティ・リノベーションの現状とその意義を明らかにするが，それは，前述
の通り，日本のアートマネジメントないしはソーシャル・エンゲイジド・アートという形でのアートの社
会への介入の実際とその特徴を鮮明にするためでもあり，さらに，これらの考察を通して，アートや交流
事業によって新しい社会的価値＝非物質的価値を地域から引き出し，地域にビルトインするといった文化
活動のイノベーション力を広く検証し，脱近代社会の基本問題を明らかにしようとするものである。
それは，またマルクスが描いた価値と使用価値からなる商品世界を超えた，アートが持つ人間の本来的
な価値創造を喝破したジョン・ラスキンの思想を再評価する作業でもある。
１．歴史文化とアートの融合と社區営造運動
１－１．台湾の社區営造運動
まず，社區営造の説明から始めたい。端的に社區営造とは，まちづくりのことである。社區はコミュニ
ティのことで，営はソフト，造はハードを指し示す。この取組みは1970年代に始まる。戦後の国民党政府
の中央集権的な体制批判と民主化と文化開放（反北京語，地域性の復権）のなかで活発となった。1994年
には，行政院文化建設員会（日本の文化庁）は，「社區総体営造」という政策を施行し，とりわけ1999年
の大地震の経験から参与型のまちづくりを志向するようになった。
そして，2002年に台湾全土に８つの「社區営造センター」が設立された。センターは，その専門家「社
區規劃士」のもと，リーダーとなる住民の育成を第一義的な目的とする。なかでも，今回５月６日に訪問
した淡水社區営造運動は，行政の資金的援助を受けないで，住民発意で歴史的に積み重ねてきた，住民参
与型の共食・共耕・共学のまちづくりとして高い評価がされるものである。この淡水社區運動については，
後述する。
もう一つ，調査の対象としたのが，2010年から始まった URS（Urban Regeneration Station）である。
これは台北市を中心に訪問調査した。このUSRは，歴史的建造物を活用し，その歴史文化を活かすために，
施設や公共空間を市民に開放する政策である。例えば，清朝，日本統治時代に建てられた古い建築物をリ
ノベーションし新たな文化的拠点をつくっていく取組みがそうである。
もちろん，こうした URS の取り組みはグローバル・ネットワークがあってのことである。ユネスコ（国
際連合教育科学文化機関）が主体として実施する一事業で2004年に始まったクリエイティブ・シティー
ズ・ネットワークがそれである。このネットワークは，文学，映画，音楽，芸術などの分野において，都
市間でパートナーシップを結び相互に経験・知識の共有を図り，またその国際的なネットワークを活用し
て国内・国際市場における文化的産物の普及を促進し，文化産業の振興による都市の活性化及び文化多様
性への理解増進を図ることを目的とする。しかも，このネットワークに加入するには，都市の公共セク
ター，文化産業，市民団体などすべてにコンタクトを持つ申請責任者が申請しなければならない。また，
同じ年，世界最大の地方自治体の連合組織 UCLG（United Cities and Local Governments）は，世界初と
なる公的な文書“Agenda21 for culture”で，地方自治体が文化発展のための基盤を構築することを使命
とすることを明記する。
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地域づくりは，今日，こうしたグローバルな取り組みと連動することで，意味や価値の新しい創造を新
次元で可能とし，かつ歴史文化の活用が多面的に評価されることで交流人口を増やすといったボーダーレ
スな取組みとなっているのである。
また，指摘するまでもなく，地域づくりの政策群は多様であり，地域によってアプローチは異なる。と
はいえ，歴史文化やアートが創出する新しい社会価値や，それを積極的に表現し地域に定着させるプロセ
スは，他のアプローチに比して，多様でありダイナミックであり，これまでにはない創造と革新が生起す
る。そうしたクリエイティブな地域づくりが，今，世界のいたるところで試みられている。それは，チャー
ルズ・ランドリー『創造的都市』（後藤和子監訳，日本評論社，2003年）やジェーン・ジェイコズス『新
版　アメリカ―大都市の死と生』（山形浩生訳，鹿島出版，2010年）などが教えるところでもある。
この新しい創造性について，少し紹介すれば，以下のようになる。例えば，ストリートは，壁画によっ
て，単なる移動の経路ではなく，今，起こっている何かを感じ，それぞれが何かに気づくといったビジュ
アル表現とその交歓の場ともなる。ストリート文化が建物空間に介入して，圧倒的なモノや機能の支配か
ら人間を解放するのである。このように，アートは，社会の空間や隙間に浸透し，あるコンテクストを生
成させるなどして創造の場にする。そして，その空間は，関わる人びとの切実で緊迫した思いを表現する
場となり，さらには，コンシューマーリズムやエリート支配の退廃を超える社会エネルギーを生むし，公
共の場に変えることにもなる。
また，南米コロンビアの首都ボダゴのストリート・アートがそのパイオニアだと言われているが，都市
がゲリラ的なメッセージとしての graffiti（落書き）を含めたアーティストの表現の場に変えることは，
世界のいたるところで見られる。さらには，それは，メキシコでペドロ・レイエスによってはじめられた
「銃をシャベルに」は，発砲事件の絶えないメキシコで，銃を回収し，鋳物工場でシャベルに変えて，展
示するといった社会的な主張となる2。日本でも，アウトサイダー・アートという括りで，障害者も死刑因
もヤンキーもまちの表現者にして，境界を取り払い，他者からは見えにくい「心」を大切し合える関係を
追求する。その専門ギャラリー「クシノテラス」がアウトサイダー・キュレーターの櫛野展正氏によって
オープンされている（2012年，福山市）。
古くは，ジョン・ラスキンが，14世紀から17世紀末のヴェネティアの建築様式を研究し，ゴッシクの衰
退とグロテスクなルネッサンスの台頭から，その背後にある人びとの精神性の変化（命の力強さや生気・
気魄の喪失）を読み解いた。そして，芸術家は，本来，「作品のうちに『全人（the Whole Man）』が存在
することが必然である3」として，精神を働かせて，「私がすべてあなたのものになるように，あなたはす
べて私のものでなければならない。それこそが私たちがお互いに出会うことの出来る唯一の条件4」とする
ように作品化するが，ルネッサンス後期には，そうした「偉大な喜び」が犠牲にされて，芸術さえ，「む
なしい快楽」や「虚栄」「虚実」のためのものになり下がっていったという。ラスキンは，建築様式の変
遷から社会的価値の大転換を明らかにする5。
以上の考察からも，アートの介入は，都市やコミュニティのリノベーションとなるし，逆に退化の促進
ともなりうることが理解される。しかも，そのビジュアル・パワーは多元的であり，かつ未だ未開発であ
る。いま，その多様な展開を紹介すれば，以下のような事例が挙げられる。
日本におけるアートによる地域リノベーションとして，越後妻有アートトリエンナーレが知られる。そ
れは，国内外の多くのアーティストが参加し，美術館の中だけではなく越後妻有地域の風景に溶け込む作
2  NPO 法人アート＆ソサイエティ研究センター：「記念講演 ペドロ・レイエス『アートと武装解除：銃をシャベルにの背景
（Special Lecture—Pedro Reyes: Art and Disarmament）』」2017年２月18日，於：アーツ千代田3331。
3  ジョン・ラスキン『続　ヴェネティアの石』内藤史朗訳，法蔵館，2017年，235頁。
4  同上，246頁。
5  同上，257頁。
― 4 ―
地域総合研究　第46巻　第 1号（2018年）
品を展示し，地域の持つ力を表現するものである。瀬戸内国際芸術祭も，瀬戸内海の島々（直島，豊島，
小豆島など）など12の島と２つの港を会場に，現代アートを通して，島の生活や文化，歴史などを浮き彫
りにするアートプロジェクトを展開する。
その源流は，ヴェネツィア・ビエンナーレで，1895年から開催されている。イタリアでは，そうした歴
史が社会に刻まれ，例えば，ボローニャ市では，1970年代には，古い劇場や廃墟となった宮殿を改修・改
装し，伝統職人の仕事をつくるとか，さらには若い舞台芸術集団に活躍の場を提供するなど文化創造支援
をする。そして，同市では，古くはなるが，2000年には，300のコンサート，230の展覧会，250のコンベ
ンション，125のラボラトリーなど合わせて2000時間のイベントを開催した6。
さらに，スペインのバルセロナのように，アートは，観光芸術の都市を成立させる。カタロニアの建築
家アントニ・ガウディのサグラダファミリアは1882年に着工され未だ完成をみない大教会でスペイン一の
観光集客力を誇る。同じくガウディが手がけたグエル公園などその遺跡は多い。ここで問うべきは，地中
海が生んだ天才建築家と称されるガウディが追求したものは何であったのかである。ガルディの作品に，
古典主義もゴッシックの形式などその「一切の歴史主義的な評価を無視できる」ほどの「快楽さ」，さら
には「無意識の確信」を感じると建築家，磯崎新は言う7。とくに放物線や双曲線によって「空間を全面的
に把握」する「逆さ吊り」という技法が「全体が有機的な統一体であることを一瞬のうちに感じさせる」
ことが最大の魅力の源泉となっているとする8。
また，スペインのビルバオは，かつて鉄鋼や港湾の工業都市であり，70年代に衰退するが，1997年，米
ニューヨークのグッテンハイム美術館の分館，ビルバオ・グッテンハイム美術館を開館させ，観光都市と
なった。フランスのパンサン・ミニエは，ベルギーとの国境にある炭鉱の町であったが，炭鉱施設の世界
遺産登録とルーブル美術館別館の誘致で地域の誇りと自信を取り戻したという9。
以上，概括的ではあるが，如何にアートが社会に介入することで，文化的で非物質的な価値が社会的価
値となって，その地域をより地域らしくすることは現実的な手法となっており，都市創造の方法として世
界的に定着している。台湾がそうであるように，歴史文化の継承を，アートと融合することで，グラフティ
や社会的主張を超えて，大地に根ざしたリノベーションのツールに高めようとすることも，一つの方法で
あることは間違いない。しかも，それは，地域や行政のコミットメントがより多様となり，若いアーティ
ストやクリエーターが参加するパブリックなまちづくりを可能にする。アートは，歴史・文化と融合して
ハイブリッドなビジュアル・パワーとなってコミュニティをリノベートするのである。この意味で，台湾
のコミュニティ・リノベーションは，そうしたハイブリッドなものとして評価できる。
以下，このアートのコミュニティへの介入の現状を検証していくが，その前に，このアートの介入の意
義を，日本の障害者とアートマネジメントを事例にして，考察しておきたい。
１－２．アートのコミュニティへの介入へ
そもそも，アートは，「全人」（ラスキン）による根源的な人間性の発露であり，自らのエネルギーを放っ
て人びとに問いかけ表現する行為である。それだけに，価値（美や善など）を通して人間と社会に影響を
与え，それを根底から変える甚大な影響力を持つ。アートセラピーのごとく，疎外され生きる意欲を失っ
た人に対して，アートは自己回復や自己表現力を可能にし，新しい眼差しで世界と交わり，精神を解放さ
せる力もある。そればかりではない。アートは，人や社会との関わりを自由にして自らのオリジナリティ
6  佐々木雅幸「文化多様性と社会包摂に向かう創造都市」『創造都市と社会包摂』佐々木雅幸，水内俊雄編著水曜社，2009年，所収，
39頁。
7  磯崎新『アントニ・ガウディとはだれか』王国社，2004年，132～134頁。
8  同上，148～149頁。
9  志子田徹『ルポ　地域再生　なぜヨーロッパのまちは元気なのか？』イースト新書，2018年，156～175頁。
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を発揮することで回復させ，新しい関係や空間・場をも創出できる。後で紹介するように，手話を言語と
するろう者は聴者とは異なる音楽を身体的に表現しうる。こうしたアートの力は，とりわけ障害者とアー
トの拘わりにおいて顕著に現れる。
ジャン・デュビュフェが提唱した「アール・ブリュット」（アウトサイダー・アート）は，その先駆け
である10。文化的分野や制度，さらには職業的芸術に拘束されずに，「つくり手の固有の衝動を唯一の起点」
とする生の芸術運動のことである。つまり，アートが，原初の人間の創意や情動による「生の芸術」であ
り，個人の一切の属性や既存の伝統や制度的な文化とは無縁の表現である。したがって，障害がある人で
も，狂人であっても，その造形的に創造するオリジナリティの世界を純粋に追及でき，価値ある存在とな
る。そのことをデュビュフェは世界に知らしめた。
この提起は，無意識，夢，偶然を開発するシュルレアリズムを生んだだけではない。アートは，人間が
持つであろう，差別のない原点を炙り出す。しかも，このオリジナリティの開花は，だれもが価値ある存
在となって広く「文化的植民地主義」批判を可能とし社会を変えていく力となる11。それは，社会によっ
て人間の原初の生―協同や連帯が疎外されているがゆえに，障害者のアート作品が社会に受け容れられる
ことで，人の価値観や考えを根底から変えうるからである。
また，社会が障害者を福祉制度の閉じ込めるのではなく，パートナーにしていけば，障害者もまちづく
りに関わり，社会空間は，障害者と含めたあらゆる人が自らのオリジナリティを発揮するアートの場とも
なる。そのような形で，障害者は，その家族，さらには市民と共に暮らし働くことのできる地域の拠点を
つくり得る。そのことで，また，その拠点は，単なる福祉施設などではなく地域に開かれた表現活動のアー
トセンターにもなる。
こうした拠点センターづくりは，実際，日本でも取り組まれている。財団法人たんぽぽの家（奈良市，
1980年設立）の播磨靖夫によるエイブル・アート・ムーブメントがそれである。この取組みは，社会にアー
ト介入させて，アートが，障害者と健常者の分断を排除し，差別のない社会に変えていくエンパワーとな
ることを目指すものである。と同時に，障害者のアート創作が社会空間を組み直し，その作品も広く人び
とに受け入れられるようになる。
播磨靖夫は，生命のぬくもりが感じられる造形は，生命の衰弱した現代空間に，魂の躍動をあたえ，感
性を復権するという12。しかも，人間は，そもそも，「棲み家」をつくって生きる場を築くが，それは，そ
もそも人間は，自らの行為や関係を空間化し，空間化することで自己を表現する能力をもっているからで
ある。であれば，障害のある人の生きる場づくりも，空間として地域に構造化され，生きる場づくりが社
会化されて地域の物語となり得る。アート創作の場は，そのような開かれたかたちのつながりを空間的に
も作り出すのである13。こうしたアートで障害者の創造性を育み，脱福祉の生きる交流の場を地域につく
ることに長年取組み，「福祉をかえる『アート化』セミナー」は，今年で14回目を迎える。
社会福祉法人素王の会の今中博之理事長が主管するアトリエインカーブ（大阪市，2002年設立）の取り
組みも興味深い。アトリエインカーブは，知的障害者のアートに特化した通所施設であるが，福祉と市場
を止揚すべく，またデザインとアートをクロスさせて，障害者の作品をニューヨークなど国内外のアート
フェアに出品し，パトロンを見つけるなどして，また，絵画以外の作品も販売することで，現代アートと
しての可能性を追求する。
今中博之はイマナカデザイン事務所を構えるデザイナーでもある。彼によれば，デザインは，モノやコ
10 ミシェル・テヴォー『アール・ブリュット―野生芸術の真髄―』杉村昌昭訳，人文書院，2017年。
11 同上，12～19頁。
12 播磨靖夫「『魂の芸術家』たちのアートと生命をおりなす新しい芸術運動」『ABLE ART―魂の芸術家たちの現在―』，財団法
人たんぽぽの家，1996年，所収。
13 播磨靖夫「共同幻想のゆくえ」『生命の樹のある家：進化する NPO，深化する NPO』財団法人たんぽぽの家，所収，2003年。
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トにある無数の見方を意図的に換えるといった「観点変更」の力があるという。このデザインの力とアー
トの力を融合させ，さらには障害者にとって当然であった国家による福祉の世界と，これまでは無縁で
あった市場の機能とのどちらでもない，それを止揚する新しい仕組みをつくり，この二項対立を解くこと
で新しい世界が開拓されると言う。
そのためには，社会の評価軸を有用性や使用価値ではなく，もちろん，営利でもなく，その人のオリジ
ナリティの発揮に固有の意味と価値を見出し，それを交換し，共に交歓する関係をつくろうとする。すな
わち，自らのためにつくり出す力を，だれもがアートと認め評価し，また支援することで，その作品が売
買されていく，福祉や商品の論理を超えた世界を追求する。「おくれ」と「かたより」と言われるものか
ら本来的に持つクリエイティビティを引出し，作品にする，その支援が新しい福祉となるということでも
ある。
また，そのためにサポーターは，障害者の一人ひとりの違いを認め，「育とうとする力」を伸ばすこと
が求められるが，アトリエインカーブのスタッフは，社会福祉士の資格をも持ち，学芸員であったりもす
る。さらには，企業人，教員，行政マン，政治家など多彩な人びとが参集することで，社会を施設に再現
する14。
鹿児島の社会福祉法人太陽の会（1973年，福森悦子理事長）もユニークである。ここでは，障害者のも
のづくりを柱にする。「工房しょうぶ」では，障害者は，言われた通りにモノをつくる下請けではなく，布，
木，土，紙，音などで己の内なる声にしたがって作品をつくることを仕事とする。その支援者となるスタッ
フも表現者となり市場につなぎ，福祉を超えた新しい社会事業を成り立たせる。この意味で，純粋なジャ
ン・デュビュフェのいう「生の芸術」では必ずしもない。制作する環境は，第三者による障害者創作への
介入に積極的である。
つまり，アートもクラフトも生きるためのツールと捉え，その人間性を社会性が浸食して壊すことなく，
そのものとして体験する場が「工房しょうぶ」なのである。泣くこと，笑うこと，怒ること，悲しいこと
といった人間の感情に他者が容易に介入することができないように，食べること，遊ぶこと，お世話しさ
れること，ともに汗をながすこと，さらには仕事することさえ，それぞれのオリジナリティで工夫し，他
者はそれを尊重することから始めていく場を提供するのである。こうして，他者や社会に委縮することな
く，また福祉で守られることもなく，障害者が制作するすべてのアクションがアートとなるのである15。
ここに紹介したトップランナーの取組みをはじめ，創作活動拠点づくりは，全国に広がる。その数は，
個人による認可されていないところで約6,000カ所，社会福祉法人など法人格をもつところで18,000カ所と
言われている16。
このように，アートが社会に介入することで，さまざまな人の「声」が多様に表現され，生活を取り巻
く空間を変え，また福祉と市場という制度的な分断も解消しながら，それぞれに能動的に関わり，協働し
ていく社会を胎動させることは間違いない。当然，アートの力を活用することで，障害者に限られず，だ
れもが参加する市民の地域づくりが可能となる。ソーシャル・エンゲイジド・アートとかアートマネジメ
ントとも呼ばれる社会運動が興隆するのも，そのためである。しかも，このアートの社会の介入とその新
しいコンテクストづくりは，ボーダーレスな取組みとなるばかりか，脱経済社会や脱近代を具体的に提案
していく社会運動ともつながる。
以上から，世界は，行き詰った経済社会を政治的に変えることが困難であっても，さまざまな価値を総
14 今中博之『観点変更―なぜ，アトリエインカーブはうまれたか―』創元社，2009年。
15 福森伸『しょうぶ学園40周年記念誌　創ってきたこと，つくっていくこと―ここに屈託のない笑いがある―』社会福祉法人　
太陽会，2013年。
16 今中博之「独創的であること　独創を見出すこと」神戸学校，2007年12月，http://www.kobegakkou-bloga.com.blog/2007/12/
post-07f6.html
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合する力のある文化やアートによって，社会イノベーションを起こしうることが理解されてくる。それは，
先に紹介したランドリーが強調するように，近代が持つ合理性を超えるダイバシティが求められる程に，
関係は多元化し複雑化したからである。それだけに，そのイノベーションのプロセスさえ，学習しながら
持続的で本質的な可能態を求めざるを得ず，非線形的でホーリスティック思考や多学問的思考（multi-dis-
ciplinary thinking）が求められるようになった。
今回の台湾調査で，さまざまな価値を総合する文化やアートの力が都市形成や地域づくりに作用するか
をテーマとしたのも，アートマネジメントの新しい力学を検出するためである。もちろん，台湾のアート
マネジメントの現状と動向を探ることは，日本におけるアートの介入の今をより鮮明にする。この異同を
意識して，以下，アートのコミュニティへの介入について考察していきたい。
２．台湾のコミュニティ・リノベーション
２－１．都市リノベーション
①台北市の「華山1914」（図１，図２）は，「松山
文創園区」とともに，台湾を代表するリノベー
ションの成功事例となったところである。「華山
1914」は，台湾文創発展股份有限公司が運営する。
日本統治時代の1914年に建てられた酒工場跡地を
段階的にリノベーションしたもので，4.5ha の土
地にエキジビションスペース，名画座，音楽ホー
ル，各種ショップやレストランなどの文化・商業
施設が並ぶ。また，「松山文創園区」は，時間の
関係で，訪問できなかったが，1937年築のタバコ
工場をデザインとアート，そしてクリエーターの
インキュベーションの拠点として2011年にオープ
ンし，財団法人台北市文化基金会が管轄する。
2016年には，台北市が国際インダストリアルデ
ザイン団体協議会（ICSID）によってワールドデ
ザインキャピタル（WDC）に選ばれたが，松山
文創園区がそのメイン会場になった。そればかり
か，今後，この文創園区のシステムが輸出できる
ほどにレベルの高いものであるし，グローバル時
代の都市創造を見据えた展開だと思えた。世界の
都市は，その規模的に，また経済力からしても，
成熟の域を達しており，これまでとは異なる魅力
ある都市づくりを意識的に展開し，しかもグローバルな差異化を図ることは必至となっている。台湾が意
識的にコミュニティ・リノベーションに取り組み，それを時間をかけて文化的なプラットフォームとして
定着させようとしている戦略はよく理解できる。もちろん，創造都市提唱者チャールズ・ランドリーは，
ブラジルのクリチバ市再生を手がけたことで有名であるが，台湾は，このジェイミー・ラーナーの意見を
取り入れて都市創造を展開した。
また，台湾のリノベーションでは，建物は台北市が寄付によって取得し，管理は台北市都市更新處が行
図１　崋山1914
図２　崋山1914　ライブハウス
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うといったパターンが多い。もちろん，民間のパートナーに貸与する場合もある。さらに，その開設する
理由，目的も様々である。エリアのクリエイティブ・ハブとなるとか，緑地イベントスペース，文化活動，
地域のコミュニティの場にしていくなど，フレッキシブルである。
②台北市の西南，淡水河沿いにある大稲埕地区
は，清朝後期の19世紀中期から水運の拠点として
商業的発展を遂げた。昔は穀物の乾燥場所があっ
たことからこの名で呼ばれている。南北にこのエ
リアを貫いている通りが迪化街で，茶，漢方薬や
乾物，布を扱う商店が集まる。
ここを５月５日に訪問した。台北市は，ここを
「歴史風貌特定専用区」に定め，保存と街並み再
生を推進する。また，URS10の内，５つがここに
あるが，URS 127 ART FACTORURS 27W FILM 
RANGE だけの訪問となった（図３）17。
それは，地元の文化と結びつく展示や芸術作品の展示，販売を行うものでもある。通り全体がリノベー
ションされ，全く周りと異なるモダンでクリエイティブを発信する場に変わり，通りを訪れす人や流を変
えていた。
もちろん，台北市だけでなく，台中，台南，高雄，花蓮，嘉義など，主要な都市には，産業遺産を使っ
て，広大な文創園区が設けられている。
③台南市の神農街を訪問調査した（図４）。清の
時代にはこの一帯は商業地区で多くの貿易省が軒
を連ね，１階を店舗，２階を倉庫に利用した街並
みで，日本の統治時代に和風に改装されたが，そ
うした歴史を訪れる者に偲ばせる。そのリノベー
ションの現状を視察した。それは，植民地の遺構
を利用しながら台湾らしさとは何かを問うものと
なっており，店舗経営者は若く，店内はモダンで
ある。また，同じく台南市の孔子廟の前にある府
中街も訪問した。入口には石の鳥居があり，その
奥の大木の下にいろいろな露店やショップ，カフェが並んでおり，日本と中華が混ざった独特な雰囲気を
醸し出していた。
ちなみに孔子廟は，台湾がオランダ統治から解放された後の国の人材を確保する科挙を実施した最高学
府である。聖廟と国学による台湾の礼楽教化が開始され，清朝が統治してからも「全学首学」と呼ばれた。
④高雄市には，５月３日に訪問した。高雄市の港湾に広がる駁二芸術特区を視察することが目的であった。
というのも，この特区において「青春設計節・影展18Youth Innovation Design Festival」が開催されて
いたからである（図５）。高雄の港の大勇倉庫群，蓬莱倉庫群の会場に台湾の大学36校の学生による作品
17 “YOUR CITY・URS LIFE”2013 Taipei City Urban Regeneration，「街を変えていく小さな「鍼」―台北 URS の意義と役割―」
『創造都市横浜』2016年６月27日。
図３　大稲埕地区の Urban Regeneration Station
図４　台南市新農街
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の展示，プレゼンのブースを設け，新しいデザイ
ン力，構想力を披歴していた。コンピューター設
計系，創業管理系，建設設計與管理系，空間設計
系，公共関係，さらには広告系，商品設計系，美
術工芸系，生活創意設計系，原住民専班など実に
多彩であり，迸る若者の意欲とエネルギーを感じ
た。
このフェスティバルは，４月26日から５月６日
の開催で，主催は高雄市，政府文化局，行政法人
高雄市電影観，設計士協会と駁ニ芸術特区であ
り，14の企業合作という官民と地元挙げての取組みで，その本気度が伝わって来た。また，ブースで説明
する学生らの真摯な態度から，周りの熱い期待と広い支援があることが容易に察せられた。写真，動画，
アニメ，デザイン，構想などどれを見ても高水準であり，大学生の底力を感じた。日本の学生も，こうし
たデザイン力や総合力を持たない限り，アジアという場で勝負にならないのではないかと思えるほどで
あった。
そもそも，この駁ニ芸術特区は，元々，港の倉庫群であったところをアーティストと地元の文化事業者
の共同プロジェクトによって改造され，独自のオープンスペースとして利用されるようになったところであ
る（図６）。アーティストやクリエーターによる展示が常設されており，さらには，私が視察したようなイ
ベントや大学生のフェスティバルなどを開催する一つの文化エリアになっている。ともあれ，アートを地域
に根づかせ，その力で，さまざまな社会文化領域をイノベーションし発信基地にしていく地域づくりを体
験できた。
⑤５月４日には，台中市の彩虹眷村を訪問した
（図７）。建物一角すべてを一人の芸術家がテーマ
をもって装飾したもので，多くの観光客も訪れて
いた。製作者は，黄永阜さん。すでに90歳を超え，
香港九龍出身である。若いころ，国民党軍に志願
し，台湾へとやってきて，高雄，屏東で暮らした
後，台中の春安社区の眷村に落ち着いたという。
彩虹眷村は，一般的には軍人村と呼ばれ，第２
次世界大戦後，蒋介石率いる国民党軍が台湾に進
図６　高雄市　駁ニ芸術特区
図７　彩虹眷村
図５　18Youth Innovation Design Festival
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駐し，60万人が移住した。そして，官僚，軍人（陸軍，海軍）一般公務員，教師，地域ごとに台湾各地に
集合住宅を建設した。眷村は，小さな急ごしらえの平屋のような建物が集合したところであった。だが，
近年，老朽化し，衛生面でも問題があり，住人も減少し，治安が悪く，独身で年老いた老兵が多く，住宅
も粗末で，若い人は，この村を嫌い，離れた。現在では３家族である。20年数前から台中市の再開発区の
対象となり，その開発計画が出た2008年，黄永阜さんは，突然，ペンキで家の前の灰色のコンクリート壁
に絵を描き始めた。それがこの村の始まりとなった18。
この眷村は，そこに住む人々が平等，助け合いの精神で暮らす独特の文化があり，それを絵画は，人生
のストーリが描かれ，それも魅力となって観光地となったようである。
まち並やストリートを一つの文化としてアートの力で装飾するという取組みは，既にサンパウロ，ブエ
ノスアイレス，サンティアゴなどのラテンアメリカで始まっており，その６番目の大都市コロンビアのボ
ゴタもそうである。その作品群は「Bogota graffiti」で見られる。戦争，DV，麻薬，貧困などの社会問題
から壁画としての表現を追求する芸術性の高いものまでテーマは多様であるが，都市生活への人びとの介
入による文化創造が本質となっている。しかも，アートツアー Bogota’s Graffiti & Street Art Tour が開
催されるほど，注目され人気を博す19。
以上，アートは，その発表の場を美術館やギャラリーから離れて，ストリートやサイトスペシフィック
な所に移しながら，積極的に町のリノベーションに介入するひとつの方法となっている。そして，その介
入によって場は，そこに眠る土着的で，人びとが忘れかけていた文化や歴史をリノベートしつつ，オルタ
ナティブ・スペースを拓き，また，経済的で機能的なビジネスを超える新しい在り方を模索できる学びの
ある空間として再生される。だからこそ，若手のアーティストや curator が活躍でき，アートプロジェク
トが根づくのである。
２－２．地方における社區営造運動－淡水区蔡家村
蔡家村（現在の新北市淡水區）の「共食・共耕・
共学」と薬草による村づくりに興味を持ち，訪問
した（図８）。すでに早稲田大学の医学を基礎と
するまちづくり研究所と奈良県立医科大学は，
「薬用作物の産地形成と園芸療法を通した医学的
エビデンスにもとづく『農村医療観光』の開発に
よる６次産業の創出に関する研究」（農林水産政
策科学研究委託事業）の一環として，この村を訪
問調査している。これまでに，この地を訪れたの
は，早稲田大学とシアトル大学の教員だけで，私
で３人目だそうだ。
蔡家は，清朝時代に1884年に大陸（中国，金門）からこの地に渡り，11代に亘ってこの村の土地所有者
であり，自らの出自と歴史を大切にしながらも，原住民（平埔族）とも住んだ，開発されない自然村であっ
た。したがって，その後も，社區営造活動とは一線を画して独自のコミュニティを築いて今日に至ってい
る。
そのため，蔡家村は，長きに亘って，７, ８年までは半径３キロ以内には小学校も公園もなく，二つの
墓場があった辺鄙な村であった。精神病院と保養院は建てられたが，この地区は台湾の開発から取り残さ
18 https://www.taipeinavi.com/miru/143/
19 http://www.art-society.com/report/20130826.html
図８　蔡家村での調査風景
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れた。現在では，80％が農業に従事する2800人ほどの村である。65歳以上の高齢者が436人，約15.5％で，
休耕地も多い。
括目すべきは，この村が開発から取り残されたからこそ，自生の薬草が多様に発育し，医学や薬学から
も注目される地となったことである。案内してくれた蔡家さんは，野草を見るなり，この紅花は，久咳に
効き，金針は肝臓に良いなどと数々の薬草について説明する。もちろん，薬となるほどに群生しているわ
けでも，育苗して産業化できるわけでもない。約300種の薬草が自生するその環境を守ることが精一杯で
あるとのことであった。もちろん，台湾では『台湾本土青草実用解説』（翁義成，2013年）などが出版さ
れおり，また，中国医学院の馬偕ドクターなどの専門家らの関心も高まり，そうした専門家の訪問を受け
ているとのことであった。
1960年代には，農村から都市への人口流出が続き，高齢化率が15％を超えるようになった。この蔡家村
の子弟蔡瀛が，定年退職後，村の寺「祈福保生宮」の総幹事となって，1992年から村の「改建」が進み，１．
社區長照（在地介護），２．社區文化建設，３．環境生態保育をテーマに村づくりに挑戦する。そして，
2004年には，60万元の募金を集め，村人が集う「会食」を始めた。その２年後，台北富邦銀行のチャリティ
基金150万元を得て，会食を継続させる設備を持つセンターをつくった。さらに，台北県社会局は，高齢
者のケアセンターや地区コミュニティセンターとして支援対象にした。そして，会食（一食50元／自己負
担30元＋支援20元）の他，「配食サービス」（昼食のみ，25人）に取組んだ。しかも，畑仕事ができる高齢
者と域外の定年退職者を集め，無料提携と開墾した農地で農作物（かぼちゃやトウモロコシなど）をつく
り，「会食」以外にも地域に分けるほどになった。こうした「共耕」と「共食」が始まったのである。
さらに，村に学校がないこともあって，蔡瀛氏が中心となって生涯学習のための高齢者（58歳以上）の
松年大学を，新北市の銀髪大学の支援を受け，また台北の富邦銀行の「公益慈善基金」を利用して，2008
年に設立した。
現在，この松年大学を核に「共学」が進められている。１．在地社養（生理的欲求），２．追求知識，３．
厳緩老化，４．活的健康・快楽（自己実現）のためのカリキュラムが多数，開講されている。授業料は，
前期・後期で１コース700～800元。講師の給与は80％が市の負担で20％を受講者が負担する。入学式も結
業式（卒業式）もある。14コースが用意されている。日語初級班，中級班，高級班，伝統月琴班，書法班，
台湾青草班，南胡基礎班，南胡進階班，手機功能班，音楽芬多精班，心霊成長班，図書班，影片剪接・制
作がそれである。さらには，音楽や語学や書道などを通じ，「交老友，学新知，再創活躍人生」をだれも
が送ることができるようにする。巡礼で親近に廟と交流するために旅行もする。もちろん，大学が開講さ
れるセンターでも「共食」を実施する。お昼食，１か月1000元を徴収する。
以上，「共耕，共食，共学」によって健全な社區を，しかも伝統文化を楽しんで生活の質を上げていく
という地方農村部での取組みのユニークさと賢さを学んだ20。
３．演劇・ミュージカルと地域
３－１．NPO 法人コモンビートの台湾公演
特定非営利活動法人　コモンビートと台湾人人至上協会によるミュージカル「音楽劇　興心共舞」は，
台北市の中山堂で５月５日に開催された（図９）。当日のリハーサルと公演を見学し，また関係者からイ
ンタビューした。
100人からなる日本チームの台湾での活動は，大学訪問から始まった。大葉大学と中台科技大学（どち
20 現地での蔡瀛氏などへのインタビューの他，洪樹「推動共膳共耕共學─蔡瀛 打造老人桃花源」，『季刊　旺愛心世界』2011年春
季號016期を参照した。
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らも台中市）で，ミュージカルの披露と歌と踊りによる交歓会
を開催した（４月30日）。また，現地のサポーターは，台湾人
人至上協会と Sing Out の若者が務め，会場設営から当日の開
催業務までの一切を担った。観客も日本や韓国からも駆け付け
た。
公演は，320席が埋まり，「恭喜満足」となった。ちなみに，
ミュージカル A Common Beat は，米国の NPO 団体 Up with 
People が2000年につくった作品である。これは，世界から集
まった若者が，半年間，共に生活しながら，国際感覚を身につ
ける教育プログラムとして体験するものである。日本の NPO
法人コモンビートは，この作品を日本語化し，オリジナルな演
出を加え，15年間，上演し続けている。今回は，その創設15周
年を記念するものであった。
ストーリを簡単に紹介すると，次のようなものとなる。すな
わち，４つの大陸からなる世界は，それぞれがお互いを知るこ
となく，自らの文化を持ち，歌は踊りを楽しんでいた。だが，
ある時，若者が他の大陸を知り，飛び込んだ。戸惑いながらも
異なる文化や価値を享受した。だが，やがて，交流が進むなか
で，自らの大陸と文化を守るために衝突するようになる。そして戦争へと突き進む。だが，人びとは，そ
の悲惨と無利益さを知り，再び，common beat で人びとをつなぎ，リズムと鼓動を蘇らせ，その多様な
交流が世界を，国境を超えた一つの連帯する空間として人びとに意識させて，やっと平和が訪れるという
物語である。
台湾公演では，原点回帰ということもあって，英語での上演となった。また，韓国人も台湾人も舞台に
立った。ミュージカルは，先に指摘したように，国際的な紛争や戦争の根底にある意識とは何かを見据え
つつ，common beat によるつながりこそが連帯や融和を紡ぎ平和をつくることを見事に表現し，スタン
ディングオベーションで幕を閉じた。
改めて，ミュージカルが，しかも，プロではなく，参加したい人が参加し練習を重ねて舞台に立つ，素
人集団によるものであるがゆえの，言葉を超えた自らの思いや感情を歌と踊りで伝え，共感を呼び起こす
力を持つことを改めて実感した。それは，表現し共感する協働の経験でもあり，個性の発揮と自己発見と
なる連帯の文化創造であることは確かである。
インタビューや公演を通じて，彼ら彼女らのキャリアや経験は，それぞれであるが，参加し続け，また
応援しつづけるその魅力がどこにあるかが少し理解できた。これまでも鹿屋市に根拠をおく高校生を核と
するミュージカル『ヒメとヒコ』や沖縄うるま市の中高校らによる現代版組踊『肝高の阿麻和利』，『かっ
ちんカナー』などが，地域に根づき，公演が続けられているのも，同じ理由，すなわち，協働の体験と価
値創造の楽しさゆえだと思われた。
宮崎県三股町で2012年から取り組まれている「まちドラ！」は，もっと注目されてよい。この「まちド
ラ」は，町と町教育委員会が主催するものである。人口約２万５千人の町に，九州各地から演劇人・劇団
も来て交流もする。町の戯曲講座の受講生がつくった短編朗読劇もある。こども劇場も加わる。そして，
参加者は，「読むドラマ」「書くドラマ」「観るドラマ」をそれぞれに楽しむ。単に，鑑賞するだけではない。
そもそもの出発は，2001年の町立の文化会館がオープンして，そこを核にした演劇によるまちづくりであ
る。それを支えたのが，永山智行が主管する地元の劇団こくふ劇場（2004年設立）である。劇団は，三股
図９　コモンビート台湾公演のポスター
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町立文化会館フランチャイズカンパニーとなり，2011年には市民がつくった劇「おはよう，わが町」の上
演にこぎ着けた。
そのベースには，三股町立文化会館で毎年６月から３月にかけて開く小中高生（小学校４年生から高校
２年生まで）対象の演劇ワークショップ「みまた座」がある。2004（平成16）年に旗揚げし今年で14年目
である。延217人（実92人・平成29年３月現在）が在籍する。指導はこふく劇場の劇団員が担う。しかも，
毎年３月に上演する本公演の作品は，前年度戯曲講座受講生の中から町民の一人が書き下ろすなど，町の
創造系事業の中核を成す。
以上，注目すべきは，やはり，演劇やミュージカルが，地域づくりでも対外的な交流においても，さら
には人づくりにおいても，多大な力を発揮するようになったという事実である。それは，そもそも，企業
は自らの安定と利害を求める閉鎖的なシステムであり，学校教育は，標準テキストと教師の教示からなる
画一的な人材養成の機関であることによる。現代のような多様性や複雑性の関係の社会のなかで，それら
が機能不全に陥っている現状に対する抵抗であり，創造であることは間違いない。経済は，中間層をつく
る力を失い，さまざまな不適合者や不参加者を生み，人びとを格差や排除によって孤立・孤独に追いやり，
分断する。そのため，人びとは，そうした新しい階級社会21を何とか変えるしかないほどに精神的にも追
いつめられる。だからこそ，市民は，人間の本来的な創造性や自らの力としての協働と連帯を経験するた
めに，アートを含めたさまざまな文化に関わり，学び，問いながら自らの暮らす地域や社会の立て直しを
図ろうとするのである。
このように，人びとは，労働の在り方を超えた新しい社会的な価値を求め，協働し連帯するようになっ
たのである。この点をもう少し掘り下げておきたい。
３－２．非物質価値としての社会的価値と文化による総合
確かに，戦後レジーム（経済成長主義の産官学共同体による企業社会と消費文明の構築）は，今を生き
る人びとにとっては，魅力ある未来形ではなくなっている。事実，家族，学校，企業，地域，福祉施設な
どが，自分の拠り所にはなりにくく，だれもが心底から協力して維持する制度でもなくなった。また，真
面目に働けば生活が安定するという社会の約束も揺らいでいる。人びとは物質文明や消費社会のなかで，
孤立感や寂寥感を深め，また既視感も蔓延り，生きづらくなるばかりで，したがって，ソーシャルチェン
ジが人びとの共通のテーマにならないほど閉鎖的である。
さらには，リアルな世界はバーチャル化し，自己確認すら難しい。コンピューターが進化し，バーチャ
ルとリアルの対比が意味をなさず，人間の視聴覚の限界を超える表現や世界が広がる。AI やビッグデー
ターのバーチャルの世界がリアルを超えるため，現実か仮想かなどという人間の主観主義的な判断が確か
なものとは感じられなくなった。そして，現実とデーターがつくる仮想との境を人間の主観で決定できな
くなって，バーチャルの世界により人間的なものを探すようにすらなった。
そのなか，注目すべきは，インターネットは，モノに依存する生活環境を変え始めたことである。モノ
によって利便性という価値が生まれるが，モノを断捨離すれば身軽さやシンプルといった新しい価値も得
られる。実際，持てば持つほどモノに縛られて自由を失うことを実感するようになった。背広・シャツ・
ネクタイまでレンタルする時代となってきた。大量生産・大量消費は，大量廃棄であり，人材の使い捨て
に帰結するシステムであると気づくようになった。大都市を離れる価値も生まれているし，ワーカーズコ
レクティブのような“雇われない働き方”も追求されるようになった。私的所有ではなくシエアが現実的
選択となった。1995年阪神淡路大震災以後，ボランティアはすっかり定着した。
21 橋本健二『新・日本の階級社会』講談社新書，2018年。
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だとすると，問われているのは，だれもが自由に表現するリアリティをどうつくるのか，またそのため
には自らのオリジナリティはどう自覚し発揮するのかといった人間の原点の再審となる。また，そうした
精神的で文化的な改革は，時間がかかり，現実の進行をすぐさま止められない状況を生む。そのため，社
会はカオスとなって，ますますアンビバレントな様相を呈し，社会をより複雑にする。
そのため，次のような状況となっている。すなわち，これまで主要な情報源でもあったマスメディアは，
もはや新しい社会的価値の創出者ではなくなっている。少なくとも，その伝えようとする情報は飽和し，
やり尽くされた観さえある。視聴者も切り取られる情報に飽き飽きしてきた。すなわち，情報だけで分
かったような気にさせて，自分の問題として受け止められず，人間を置き去りにして情報として消費する
だけとなった。マスメディアは社会の木鐸ではなく情報産業となった。
だが，そのなかで，人びとは，自らのために，より積極的に，社会が本来的に有する柔軟性や多様性を
切り拓こうとする。SNS でつながりながら，地域を自らが暮らす場にしようとする。事実，大都市から
地方への移住が増えた22。また，障害者と健常者との区別が福祉と労働に制度的に分離され，差別が構造
化されて来たが，その境を問い，福祉と労働の統合や融合のあり方を問うようになった。後述するように
地域と学校の制度的な分離も反省されるようになった。
何より，制度化された政治と市民社会の分離が顕著になった。政治の場で，失言や暴言，さらには詭弁
や改竄が頻出するばかりとなっても，だれも責任をとらず，政権は継続される。官僚は国民のためではな
く国家のために奔走するといったように，政治と市民社会はますます分離する。そして，それは，市民に
とっての社会とは，また市民にとっての民主主義とは何かなどの根底的な問いとその実現のための運動を
必然にする。
もちろん，そればかりか，この分離は，ヘイトスピカ―のように歴史的事実を自己の雑誌や論壇のなか
という集団の事実にすり替え，また，名指しで「敵」をつくり，二項対立を装うなどしてあたかも社会的
に正当であるかのように主張する勢力を生む。しかも，政治は，そうした集団を排除することなく，むし
ろ利用して場の空気に逆らえない状況を蔓延させ，全体として社会を無責任にする。
しかしながら，これとは全く異なる勢力を多様に生むことも事実である。先に見てきたように，新しい
文化や社会的価値を人びとの精神的な大地に根づかせ，協働と連帯を自らの拠り所にしようとする市民団
体を創出させる。形になるまで時間がかかるが，さまざまな境界をそれぞれが当事者とともに自分たちで
編集していこうとする。それは，自己責任の問題にされると，やすやすと既存の制度に集約され統合され
て，何も変えられないからでもある。
そうしたようにして，一歩一歩ではあるが，戦後的な閉塞感を何とか超えようとする市民の意欲と努力
は，自らのオリジナルな価値や協働や自治といった社会的価値の追求となり，さらには社会的な表現活動
となって広まる。それは，精神的に大地に根づくような市民文化に高められるまでになった。市民による
演劇やミュージカル活動，障害者とのコラボレーションなど実に多様になっているのは，その証左である。
言い換えれば，それほどに，戦後レジームや企業社会システムの見直しは必至となり，それを変えてい
く人間の力とは何かが改めて問われ，あらゆるものを文化的に総合していこうとすることが市民のニーズ
にさえなっているのである。その最も本質的な提起となっている取組みの一つが，アートを介入させた地
域づくりなのである。したがって，この世紀的な転換とアートマネジメントやソーシャル・エンゲイジド・
アートとの関係こそが看取されなければならない。それらは，単に東京オリンピック・パラリンピックに
22 県外から鹿児島に移住した人は，2017年度で596世帯996人となった。多くは東京，大阪，福岡であり，世帯主世帯の年代別で
みると，20代（176世帯），30代（134世帯）で半数を超える。それに続けて60代（99世帯），40代（81世帯）となった。2012年度
が200世帯ほどであり，その後，増加傾向にある（『南日本新聞』2018年７月23日付）。
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よるある種のブームによるものではない23。理解すべきは，ここに来て人類は，物資的な価値を超え精神
的に大地に根を張った人間らしい暮らしとは何かを問うようになったことである。こうした歴史認識か
ら，もう少しこの社会の制度疲労とその再生について立ち入って考察していきたい。
４．アートと文化創造産業の創出
そもそも，教育学 Pedagogy は，ギリシア語の Paideutike という若者を教えるアートを意味する語に由
来する。単なる教えるテクニックの意味ではない。教育は，生涯に亘る経験であり，ありとあらゆるとこ
ろに現れる。その学である教育学は，人びとがその知識に至る方法を形づくる，ありとあらゆる実践とプ
ログラムを含むと定義されるものである。したがって，教育は，学校のなかだけではなく，どんな組織や
社会にも内在するものとして，どう再生するかが問われる24。
そもそも，学校もそこでの学習も，権力関係に由来する声によって特定の目的をもってつくられ，権力
のない人に，ただひたすらに受け身の役割を押しつけ，本質的に同化して適応し現状を強化維持するよう
訓練を施すものである。だから，批判教育学のパウロ・フレイレが言うように，生徒は，自分が世界を変
革できるという希望を持つことができずに，ただありのままに受け入れられるように教育されるのであ
る25。
それだけに演劇のもつ教育力は再評価されるべきものとなる。そもそも演劇は総合芸術と言われる。身
体を鍛えて声を出す。歌い，踊り，舞う。台本を読み台詞を吐く。役を知り成りきる。その生身の人間の
演技と息遣いが，それを観る者とかけがえのない時間と空間を共有して一つのドラマを生む。人の数だけ
ドラマが生まれ，大地に根ざした豊かな暮らしが作られる。
演劇がそういうものであるとすると，地域に根づかせるアートとして見直され，自らも関わる市民の活
動となって徐々に広まるのも理解できる。そして，そこで確かな Paideutike が発見され，改めて教育・
学びとは何かを問うこととなる26。学校と演劇が結びつけば，教育が学校制度から解放され，大きく変わ
ることは間違いない。
もちろん，アートマネジメントの現状は，公益社団法人　全国文化施設協会の『全国劇場・音楽堂等アー
トマネジメント研究会　報告書』各年版でも明らかのように，日本では，どちらかというと行政が大きく
関わり，行政と市民のコラボレーションによって支えられる，そうしたものが殆どだと思われる。
そもそも，日本の国立大学に演劇学部というものがない。東大にも京大にもない。私学のしかも，短期
大学が殆どである。とはいえ，大阪大学の総合学術博物館は，大阪大学文学研究科と共催し，劇場や音楽
ホール，美術館などと連携しながら，アートマネジメントの人材育成を展開するようなことが進められる
ようになってきた。これは，博物館に収められているミュージアム・ピースの豊かさを引出し，生きたアー
トして公開していく人材を育成するものである。このことで地域との協働による芸術実践と基礎研究的な
力の発揮でリサーチ型ミュージアムを探求し，多様な文化領域を開発する。また，九州大学芸術工学部で
は，コンテンツ・クリエーティブデザイナーを育てる。やっとそうなった。
また，日本と韓国では余りに様相が異なる。韓国では，国立ソウル大学をはじめとして，ほとんどの４
年制の総合大学が，学部として芸術学部を設置し，芸術教育において総合大学が大きな役割を果たしてい
23 IOC のオリンピック憲章は，オリンピック開催都市は文化的なプログラムを実施することを義務づけるが，その一環として障
害者の表現活動やその場の開設を呼び掛ける。
24 ピーター・M・ゼンゲ『学習する学校－こども，教員，親，地域で未来の学びを創造する－』英治出版，376～377頁，2014年。
25 同上，380～382頁。
26 この本来の学びについては，馬頭忠治「学びのプロセスとしての協働―共同過程論序説―」（『地域総合研究』第42巻第２号，
2015年３月）で考察した。
― 16 ―
地域総合研究　第46巻　第 1号（2018年）
る27。しかも，韓国は，政府内に韓国文化コンテンツ振興院を持ち，文化産業を国策とし，支援，育成する。
1998年，金大中大統領に「21世紀は文化が国力だ。文化が生活の質を高める役割をするだけでなく，途方
もない付加価値を創出する産業として登場する」と宣言した。翌年には文化産業振興基本法を制定した。
続いて2002年には，オンラインデジタルコンテンツ産業振興法を制定し，IT インフラを整備し，デジタ
ル映像，モバイルコンテンツ，オンラインゲームのデジタル・コンテンツ分野を開拓した。その成果の一
つが，「韓流ブーム」となり，また世界のゲーム市場を席巻することになった28。
韓国との比較で言えば，日本では，アートが積極的に文化創造産業に結びつけられず，また，演出家や
スタッフ，役者などは系統的に育てられてはいない。そのため，文化創造産業は，漫画産業と一部のゲー
ム産業に偏重したものとならざるを得ない。また，欧米のように，地域において常設のアンサンブルを持
ち，その固有のレパートリーを持つ劇場が育たず，文化として定着していかない。
また，日本では，全体としてアートの社会への介入によって空間を編成する政策を意識的に展開すると
か，あらゆる境界をフリーして関係を自由に創出するといった非物質的な価値の社会創造は，経済的価値
の従属変数となる。せいぜい，無政府的で個別的な取組みとなっても，地域でその専門家を育成し，そし
て彼ら彼女らにそのプロジェクトを任せて，アーティストを育てるといった地域の文化活動にはなってい
ないのが現状である。そのため，ほとんどが補助金がらみで，大手の広告代理店任せの地域イベントとし
て，予算をつけて，美術館や市民ホールの行事にすることで終わる。アートマネジメントが一つのブーム
となり，にわか芸術が群生しかねない状況にある。この意味で，アートマネジメントは，2020年の東京オ
リンピック・パラリンピックに向けての単なるブームに終わる可能性をある。
もちろん，アートを地域に根づかせようとする動きが育ち，こうした状況も変わりつつある。中規模都
市（西宮市／兵庫県立芸術文化センター，豊中市／豊中市立文化芸術センター，吹田市／吹田市文化会館
メイシアター）では，アートを，学校制度による生徒の囲い込みを超えて，市民が共に学び共にアクショ
ンし共に楽しむ文化を育てようとしている。文化センターは，市民が，プロの介入（公演やレッスン）に
よって質の高い文化芸術の創造者となる場となっている。さらに障害者も演劇者として舞台に立つ。「大
阪府障がい者舞台芸術オープンカレッジ」もある。しかも，そのための資金を，行政の補助金に依存する
のではなく，例えば，豊中市では，クラブ・キャットという会員システムばかりか，豊中市文化芸術振興
基金を設け，その寄附でアートの力を活かした未来の人づくりに取り組む。
兵庫県豊岡市の「城崎国際アートセンター」（2014年設立）は，滞在アーティストが地域の学校での授
業や街中での朗読やダンスなどのパフォーマンスのプログラムを展開する。オランダのフィフス・シーズ
ンは，精神科医療施設「アルトレヒト」にアーティストのスタジオハウスを持つアーティスト・イン・レ
ジデンスで，アーティストが患者と交流し作品を制作することを通じて精神医療と社会のギャップを埋め
ていく療法を開発したが，そうしたソーシャリー・エンゲイジド・アートが日本でも注目されるように
なっている。
以上から，文化創造産業は，単に社会の空間を再編するだけではなく，学校，病院，福祉などの制度を
解放し，多様な関わりを可能にすることが理解されてくる。さらには，これまでの産業分類的な，つまり
分業的な一産業としてではなく，新しい地域の総合文化事業として成長していくとも考えられる。すなわ
ち，福祉や教育を含めたあらゆる制度や事業を，障害者の福祉への依存のように，差異を制度化し，構造
化し，社会から分離し，隠蔽するのではなく，積極的に多様な価値に転換し，かつ境界を編集し，だれに
27 沈　雨香，韓　冀娜，金　ソルネ「韓国の高等教育機関における芸術関連学科の動向―演劇映画学科と実用音楽学科を中心に―」
『早稲田大学大学院教育学研究科紀要』別冊，22号2，2015年。
28 橋爪紳也，杉浦幹男「成長するアジアの創造産業―世界のエンタテイメント業界のグローバル化と再編―」『創造都市と社会包
摂』，前掲書，所収，2009年，112～114頁。
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でも受け入れられるように自治することを可能にする29。
言葉を重ねて言えば，障害者と健常者といった区別や境界を解放することで浮かび上がってくる社会的
な文脈を，それぞれが対話や学習を積み重ね，それらを表現者としてそれを具体化する，そうした新しい
社会的価値を創出し，しかも，それを市民事業にしていくことが追求されているのである。したがって，
こうした形で市民と非市民との制度的分断を解消することができるとすると，文化創造産業が，多様な関
係者がソーシャルにエンゲイする新しい協働の自治的な産業となることは確かで，新しい未来型の産業と
も言える。そうして，私たちはアートを通じて生きることが可能となるのである。
５．境界の編集による多様な社会的価値の創出と地域の再生
ここでは，先でも検討したことでもあるが，アートが，障害者と福祉の関係を超えて新しい社会的価値
を創出するということについて，再度，検討しておきたい。というのも，アートが多様性と境界を自由に
編集することで，障害者を取り巻く制度を変えていくことになる，新しい社会的価値にもとづくさまざま
な市民事業を生むからである。それは社会のさまざまな領域（ダンス，映画，大学，芸能など）で起きて
いる。以下，確認しておきたい。
ヨコハマ・パラトリアンナーレは，いかに障害者と多様なプロフェッショナルと市民パフォーマーが一
つになって楽しむかを考え，それを踊りや歌，演劇，サーカス，作品にする。そうした Sense of one がテー
マとなる。この Sense of one こそが，障害者とともに在ることが人びとの安心をつくるし，参加者を心
から解放し，新しい可能性を発見していく原動力となる30。障害者が生き生きとできる環境がつくられて，
人びとはどんな可能性も追求できる条件が誕生する。そうすれば，障害者が雇用される劇場で，しかもパ
フォーマーとして活躍できる，そうした作品をつくる演出家やシナリオライターが育っていくことも夢で
はなくなる。
二分脊椎症，先天性奇形，側弯症，神経因性膀胱などを抱える義足の女優・ダンサー，森田かずよは，「自
分の身体を知った上で何ができるかを考え」，違いを違いとして受け止められ，表現されたものに感動し
て，より能動的に関係を新たにしようとするエネルギーを引き出そうとする。つまり，障害であることの
表現ではなく，マイノリティ性の集合と普通との境界やせめぎ合いを健常者のダンサーとコラボレーショ
ンすることで探り，その境界を超える新しい価値に高めパフォーマンスする。自身は Performance For 
All People CONVEY を主宰し，NPO 法人ピースポットワンフォーの理事長も務める。
確かに，ダンスを通じて，「自己尊厳に向けての肯定的アイデンティティ」が生まれるであろう。「『見
世物』となることへの抵抗」を顕わにすることもあろう。だが，本質的に，森田かずよは，歩くのではな
く，這うといった人間のリアルを描く。また，走れないが故に「空を走る」を演じ，心が折れそうな誰も
が抱く心の辛さを身体的に表現する。さらには「限りなく同じになりたいけれど，なれない」ことを全身
で表現するなど境界の編集者だと私には思われる31。
森田かずよの存在と活躍は，この６月17日に宮崎県都城市で開催されたイベントで知った。このイベン
トの主催者は，会場となった都城市総合文化ホールの指定管理者である都城市文化振興財団，MAST 共
同事業体で，その自主事業「明日を変えるアート × 福祉」として開催されたものである。当日は，「セミ
29 障害者が背負わされてきたさまざまな歴史とその解放については，馬頭忠治「障害者雇用と経営学批判―共生社会へのアプロー
チ―」『社会共生学研究―いかに資本主義をマネジメント（制御）していくか―』重本直利，篠原三郎，中村共一編著，晃洋書房，
2018年，所収。
30 https://www.paratriennale.net
31 森田かずよ論については，長津結一郎『舞台の上の障害者―境界から生まれる表現―』九州大学出版会，2018年，とくに「第
４章　『関わり』から生まれる表現―森田かずよ―」を参照。
― 18 ―
地域総合研究　第46巻　第 1号（2018年）
ナー＆体験講義　音楽とダンスが生む奇跡～違いを違いのままで」がテーマとなった。もう一人のパネ
ラー，沼田里衣は，大阪市立大学都市研究プラザテニュアトラック特別准教授で，おとあそび工房を主宰
する。即興音楽療法や障害の有無や人びとの差異を超える開かれた音楽表現の可能性を追求する数々の取
組みを紹介した。
市の指定管理者である一事業体が，「明日を変えるアート × 福祉」のためのセミナーや体験を企画し地
域イベントとして定着させる試みは，この「音楽とダンスが生む奇跡～違いを違いのままで」だけではな
い。2018年度は，さらに，ろう者と聴者が共につくる人形劇団，デフ・パペットシアター「ひとみ」の作
品「河の童」を上演するし，「LISTEN」という無音の映画も上映する。「LISTEN」は，一般的に言えば，
ろう者が聴者とは異なる領域を拓き，自己の楽しみをろう者の文化としてつくる可能性を描いたアートド
キュメントである。振動と視覚のみで育ち，手話を言語とする人が，「音楽」を音符ではなく，全身で視
覚的に表現し，音楽とは何かを問う。
映画も境界とその社会的文脈を変え，“映画を通じて生きる”を可能にする。樅山智子（作曲家）が
2005年に立ち上げたマイノリマジョリテ・トラベルは，「東京境界線紀行」プロジェクト（明治安田生命
社会貢献プログラム「エイブルアート・オンステージ」）を実施した。それは，旅の共有とそれを通じて
のマイノリティ交流とアイデンティティの交歓によって，差異はそもそも相対的で線引きはその場その場
で移り変わるものであることを，身をもって体験することが目的であった。こうした表現活動を通して，
障害とは何かを掴み直そうとする取組みは特筆に値する。その10年後には，佐々木誠監督の検証映像「記
憶との対話～マイノリマジョリテ・トラベル，10年目の検証～」を2016年３月に完成させ上映運動にこぎ
つける32。このように映画は，マイノリティの表現活動としての映像文化を可能とするのである。
そもそも，映画界は変わりつつある。邦画の製作費は，かつては１億5000万円から２億円だと言われた
が，機材のデジタル化が進み，5000万円で，なかには1000万円，2000万円でつくられるものも出てきた。
それだけに多数の作品が上映されるようになって，メジャーなスタジオから脱し，自分のとりたいものを
自分の会社を起こしてつくるといった動きを喚起する。とはいえ，監督の名ではなく，キャストが前面に
出る映画づくりとなるのが現状で，このまま映画がエンターテイメント化するばかりとなる負も指摘され
る。が，さまざまなプロデューサーとの合作を増やすとか，映画を撮りたい人がスタッフを自分たちで集
め，観てほしい映画を観たい人に届け，市民事業にすることは，市民のこれからのテーマとなるほどに変
わっている33。
さらに，大学も，健常者と障害者の分離を解消していく社会のセクターとなりうる。2017年で日本の大
学・短大・高等部専攻科における障害学生の進学率＝在籍率は0.4％でしかない。2016年の「障害者差別
解消法」を踏まえ，障害者の生涯を通じて多様な学習を支援することが政策課題となったが，政府は，生
活学習政策局に「障害者学習支援推進室」を設置するのがやっとである34。
それは，日本では，障害者は，高等部卒業後，一般就労か福祉サービス利用かという二者択一の道しか
ないためである。社会は障害者に対して，進学という選択肢やモラトリアムの期間を保障することはない。
いまのところ，高等部専攻科が設置されている知的障害特別支援学校は全国に９校しかない。ましてや知
的障害者を受け入れる大学は皆無に等しい35。しかも，そもそも大学は，知的な遅れのない健常者だけを
受け容れる教育研究機関であり，知的障害者を受け入れることは想定されていない。
そのため，多くの知的障害者は，知的な制約があっても，当然，学びたいという意欲もあり，生涯学習
32 https://motion-gallery.net/projects/mmt-chronicle
33 「インタビュー　横地由紀子―聞き手　照井日出喜―」『市民の科学　2018年第10号』。
34 文部科学省『文部科学省における障害者施策について』平成30年１月11日。
35 https://yutaka-college.com/oc/
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をも望んでいるが，養護学校で職業訓練を受けて社会に出るか，福祉施設に入るかしか選択できない。こ
のように，制度によって大学は大学になり，普通と非普通を社会的に分離し，正統化する機関となってい
るのである。
だが，韓国では高等部卒業後，３割が就職し，１割弱が進学する。その他は，福祉施設などへの入所と
なる。知的障害のある学生も8.7％（705人，2013年）が大学に進学する36。ナザレ大学のリハビリテーショ
ン自立学科は，知的および自閉性障害者中心のプログラムを持ち，334人（内，発達障害は143人，１人は
大学院生，その他，肢体不自由，聴覚言語障害などの大学院生35人が在籍，2015年）の障害者が学ぶ。大
学は障害者ドウミ制度を持ち，障害学生支援センターを通じて学生間で行われる支援で，国から補助金が
学生に支給される。支援は学習支援と生活支援（就業支援も含む）にわたる。しかも，障害学生の40％ほ
どが，生活館「自立統合生活館」で障害・非障害学生の混合で寄宿舎生活をする。生活館では，２人部屋，
３人部屋，４人部屋に区分され，４人部屋では，非障害者３人と障害者１人が一緒に生活し，３人の内１
人は障害学生ドウミ支援事業（国家勤労奨学事業に変更）から一定額の支援金をもらう37。ちなみち，ホ
サンナ大学の老人福祉学科では，発達障害者を老人介護者として養成する38。
こうした制度を超える境界の編集によるソーシャルチェンジは，芸能界でも起きている。最後にこの点
を見ておきたい。吉本興業は，今年４月にエンターテイメント総合専門学校「沖縄ラフ＆ピース専門学校」
を那覇市に開設した。「あそぶように楽しく学ぶ」をテーマとするエンタテインメント総合専門学校であ
る。マンガコースと CG・アニメコースからなるクリエイティブ学科，パフォーマーコースとプロダクショ
ンコースからなるパフォーミングアーツ学科からなる。また，この学校の１階にはこども食堂を開設する
という。そもそも，吉本興業は，47都道府県とアジアに芸人が移住する「住みます芸人」のネットワーク
をつくり，地域プロジェクトやイベント，さらには商品開発につなげるという取組みさえ，出ている。鹿
児島でも，鹿児島銀行が吉本興業と地域活性化のための包括協定を結んだ39。吉本興業が広告代理店とは
異なって地域の文化を醸成する新しい文化創造産業となるかどうかは今後の取組み次第であるが，これま
でにないネットワークがつくられ，新しい価値創造となることは間違いない。もちろん，それが文化創造
産業の創出となるかどうかは，これからのテーマではある。
以上，市民は，障害者や社会に排除される人びとも含め，徐々にではあるが，学校や福祉などといった
制度に包摂されて依存状態におかれる現実から解放されるようになった。そして，さまざまな社会領域で
起き，それぞれの境界を切り開き，新しい社会的価値と自由の世界を市民は手に入れようとしている。つ
まり，市民は，当事者とともに制度がつくる境界を市民が編集することで，社会を脱制度化して協働し自
治する新しい社会を手に入れようとするようになったのである。
そこでは，だれもが自らのオリジナリティを発揮し新しい社会的価値の創造主となり，多様な文化領域
を社会に着床することをヒューマン・ニーズに高めていく。すなわち，市民は，さまざまな境界で生起す
るものを可視化して，自らで編集する市民となり，当事者となって問題に向かう。さらに，精神的に大地
にしっかりと根づくような生き方を手に入れるために，それぞれは，美や善や真実に価値を見出し，じっ
くりと作りたい人と出会い，その作品からリアルな人間を学び，お互いがその鑑賞と批評でつながってい
36 金丸彰寿，張主善「日本と韓国における障害学生支援の動向と課題」『発達障害者が大学で学ぶということ―多様性を生み出す
現場の葛藤から考える―』神戸大学大学院人間発達環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創生研究センター，所収，2015年，
18頁。
37 金　鐘敏（ナザレ大学障害者自立生活支援センター）「高等教育現場の発達障害大学生の多様化と葛藤についての考察―韓国ナ
ザレ大学在学中の発達障害学生の事例を中心に―」『発達障害者が大学で学ぶということ―多様性を生み出す現場の葛藤から考え
る―』同上，所収，27～30頁。
38 船橋秀彦「韓国の高等部以後の教育保障に関する研究―知的障害・発達障害のための大学教育の事例―」http://smilebbc.
e-whs.net/ibaraki_senkouka/data/research/2016/201611.pdf
39 『南日本新聞』2015年５月25日付。
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く。映画館や劇場や公園などは公共の場になっていく。そうして，だれもが労働者ではなく生活者になる
ことを可能にする。そのようにして，労働というものは，経済主義や物質的価値に収斂するものではなく
なる。社会的価値の創造のために社会に係わることが仕事になって，Full Engaged な社会が屹立する。
そのように新しい社会が構想できるのである。
現代社会は，そうした社会への移行期にある。だれもが抱く時代の閉塞感や孤独感をみんなで払拭し，
自らの拠り所や活躍の場を生活のまわりに多様につくって，雇われる働き方を葬る。また，社会の全体性
や人間としての存在感を体験して，個別の利害関係を超えていく。そうしてだれもが人間らしくなってい
く。つまり，競争ではなく，これまで社会から排除され，制度に隠され差別されてきた人びととともに生
活する共生が，ヒューマン・ニーズとなり，市場と国家に統合される労働生活から生活の自治へと向かう。
しかも，常に自らの可能性を試し「自分」を経験し，できることとできないことを自分で見極めながら，
協働を自治する場や空間を身近につくり，市民事業として定着させていく。この協働の自治がソーシャ
ル・キャピタルを定義し地域を形づくっていくようにもなる。
繰り返して言えば，国家や市場が介入しない，新しい社会的価値の文化的再生によって，地域は生活の
場として再生されるのである。とりわけ，アートは，あらゆる境界を解放し，障害者などさまざまな人と
のコラボレーションを生み，さらには歴史と文化とを融合させていく。そうして，生活をモノから解放し，
義務としての労働から自由となっていく。そうした社会実験が始まっているのである。
もちろん，生活ばかりか，まちづくりも本質的に変わってこよう。この点について，以下，述べておき
たい。まちづくりのアプローチは多様であろうが，先に指摘した通り，文化による総合力が機能し，アー
トの介入で社会価値が創造されれば，地域は新しい形で再生される。これまで，戦後社会は，経済主義的
に制度化され，東京一極集中という不均衡で奇形的な構造を持つに至った。地域のあらゆる資源は収奪さ
れ大都市に集中・集積される。そのため，経済が失速すると，地域は一気に限界集落，消滅都市となるほ
どに脆弱となった。しかも，相変わらず，政治は，「コンパクト・シティ」が，その地域づくりの救世主
としてまことしやかに語り，農村がその歴史や文化が価値ないものに偽装する。しかも，東京圏では集積
の利益よりも過密による不利益の方が大きくなっているにも拘わらずである。
廃藩置県の翌年，人口統計が取られた。総人口はおよそ3300万人で，その内，都市人口は300万人ほど
であった。ほとんどが農山村に住んだのである。当時，最多の府県は広島県で約92万人，続いて山口県が
約83万人で東京府は約78万人であった40。それが，今日，2016年には東京圏（１都３県）だけが11万８千
人の転入超過となるといった東京一極集中の社会となった。しかも，その大半は，15歳から24歳で，９万
６千人となる（総務省）。それは，高卒後の就職と進学，大卒後の就職による。東京都だけで137の大学が
集中し，学生定員（１学年）で14万人，在籍者数は45万６千人となる41。さらに東京圏（１都３県）に本
社機能を移す企業も未だ増加する。2015年で前値度比，13％増の335件となる42。
もちろん，この歪さは，地域の自治と自由がずっと奪われてきた歴史があってのことである。宮本常一
の言葉を借りれば，「田舎の都市への奉仕」の歴史であり，都市は「農村を植民地化することによって繁
栄した」にすぎない43。すなわち，戦後は，農村では，引揚者や戦災した人びとの受入れ，さらには，農
地改革で小土地所有者となって土地に縛り付けられて，安いコメの供給源となって都市で働く労働者を支
えた。また，農業で自立できない潜在失業者を抱え，絶えず都市に労働力を供給し，「金のたまご」など
と煽てられた。都市でさらなる工場用地が確保できなくなると，地域は都市の企業にさまざまに優遇して
40 飯田泰之「経済観点から見る明治150年」『南日本新聞』2018年７月２日付。
41 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局『東京一極集中の現状について』平成29年10月。
42 帝国バンク調べ「『東京一極集中』がさらに加速，いよいろ危険領域に到達か」『ビジネス＋ IT』2017年１月26日。
43 宮本常一「農村文化と都市文化」『宮本常一著作集　2』1982年，未来社，所収，95頁，100頁。
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土地や水，労働力などを提供した。だが，その企業は，不況になると撤退する。さらに都市のレジャー用
地が不足し施設が飽和すれば，地方は景勝地や先祖の土地をリゾート地やゴルフ場として明け渡した。原
子力発電も地方に建設された。
明らかに地方の現実は，政治が地域の自治と自由を本気で育てることがなかった結果でしかない。地方
自治は，国の統治を限定して地域を自治することを意味するが，憲法は，直接公選制，条例制定権，住民
投票の定めをおくにとどまり，国家による立法制定主義が罷り通る。そのことはともあれ，ほとんどの地
方では，高校生は，高校を卒業すれば，進学と就職のために地元を離れるしか選択がないほどに地方自治
は形骸化している。子どもの未来は，学校制度だけに任せ，子ども達はリアルで自由な表現活動などを経
験もできないまま，東京一極集中体制に従属する。そのため，地域は人口減や転出を食い止める術さえ自
力で持たない「植民地」に等しい地方自治となった。
この一年，ゼミ（鹿児島国際大学の馬頭ゼミ）
は，志布志高校と連携して，「高校生が残りたく
なる地域づくり」に取組んだ（図10）。『高校生困
り事白書』の作成を通じ，困り事を知り，その解
決を発表提案した（『南日本新聞』2018年３月31
日付）。高校生は屯する場さえない。ファミレス
は高くつき，図書館が遠くにありそこで交流でき
ない。コンビニの駐車場では駄弁ることはできて
も，積極的に何かができるわけではない。就職を
選択すると塾もいらない。また，バスの便に制約
されて，討議する自由な時間さえ確保できないこ
とが浮き彫りとなった。
これらが，生徒を学校と家に閉じ込めた結果でもあるとすると，地域づくりは，地域と学校の新しい関
係をつくって，高校生が地域に関心を持ち，地域の人たちと一緒になって地域に関わっていくことから始
めるしかない。であれば，歴史・文化も自然も，さらには大人も含め，地域の全てを，「教科書」にして，
だれもが，その現実を学び，対話して地域をつくっていくしかない。しかも，だれもが事業を起こし，か
つ「生き直し」ができなければ，大地にしっかりと根を張った生活は手に入らない。それだけに学びの環
境を整え，人間の基本的なヒューマン・ニーズとは何かを問い，それを地域でどう実現していくのかと
いった知を学びとって共有していくためのソーシャル・キャピタルが不可欠となる。何より，「都市と農
村という区別をこえた，強烈な国民文化」を生み出していくことが求められる。また，農村が再生するに
は，農村が「都市的エネルギーを吸収した生産共同体を持つまでに，組織替えをしなければならない」こ
とも自明である44。
この意味で，玉野井芳郎の地域主義は，再評価されるべきである。「ものづくり」から「生活づくり」
への転換こそが時代を切り開き，「地域の風土的個性を背景に，その地域の共同体に対して一体感をもち，
地域の行政的・経済的自立性と文化的自律性とを追求」すべきだとする。そうしたイデオロギーではなく，
地域アイデンティティによって生活者が地域を生命系にそって自治する「地域主義」を玉野井は，早くか
ら主張していた45。
44 同上，101頁。
45 玉野井芳郎『玉野井芳郎著作集３　地域主義からの出発』学陽書房，1990年，11頁，29頁。
図10　高大連携事業
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６．ラスキンの「本有的価値」と「実効的価値」の現代的意義について―終わりにかえて―
最後に，社会的価値の創出に関わって，ジョン・ラスキンの価値論を検討していきたい。ヴィクトリア
期の審美家で芸術の道徳性・社会性を深く認識したジョン・ラスキンは，端的に次のように述べる。すな
わち，ポリティカル・エコノミーは，そもそも，「人々の生命，ないしは生のもろもろの可能性（ポシビ
リティ・オブ・ライフ）を犠牲としてまで，諸個人の愉安を無制限に増大させるということ」を目的とす
るものではないとする。そして，近代の富を批判して，社会は，「健康で幸福な生の持続」，「人間の生の
最高水準における倍増（マルティブリケイション）」を目的とすべきと言う46。というのも，「すべての真
実の幸福は，生の結果たるとともに原因でもある。すなわち，幸福は生の活気の印であり，生持続の〈手
段〉《源泉》である」からに他ならないからである47。
であれば，改めて，このラスキンの所説に学ぶべきである。とりわけ，富は，生を保持するための価値
を本質とし，しかも，その価値は，「第一義的には本有的（イントリンジック）であり，第二義的には実
効的（イヘクチュアル）48 」からなると看破したことは意義深い。この価値概念は富や価値や労働を再定義
することとなる。
ラスキンの言う「本有的価値」とは，「物のもつ，生をささえる絶対的な力であり，しかも，それは，
実効的でなければならない」ものである。それゆえに，生産は，「本質的に有用な事物を生産するという
こと，つぎにはそれを使用する能力を生産する」という「本有的価値と受容能力とがあい伴うばあい」に
真の富が存すると理解されることになる49。
それだけに，芸術は「生命に発する・ないし高貴な感情と知的行動とを鼓舞する力に，存する」ものと
高く評価される50。また，「富は活力（ヴァイタル・パワ）によって伸展せしめられるところの本有的価値
から成りたつもの51」と定義される。
つまり，モノの有用性が欲望を満足させようが，それが生に役立たないかぎり無価値であるといった価
値論となる。あくまで価値とは生に役立つもので，モノに本有的で固定的なものであると同時に，かかる
価値は，これを使用しうる人間の力がないと真の富にならないとする価値論なのである。すなわち，「諸
活動や人間知性の最高の諸結果は，まったく労働を要しない（アンラボリアス）―いな，生気恢復的な努
力の状態，もしくは成果」であるとなる。したがって，労働は，単なる「生の費消」でしかなく，費用と
価格によって計算されるものでしかない52。交換は，本来，商業のように「僚友同士の交換」であって「家
族の成員間のばあいとおなじ」ものであり53，せいぜい，獲得＝相手の損失による利得やアドバンテイジ
によるだけで，この意味で一般的な利潤はそもそも存しないとなる。さらに言えば，富は，個々人の労働
の所産ではなく，国民の感受性のような，美・適合・公正についての，もしくはうるわしく・見苦しから
ず，ただしいものについての生得の知覚力によるものとなる。つまり，富は，「人種というものに依存す
るところがおおく，…（中略―引用者）…教育というものによって啓発することも可能」となる，そうし
た全体の所産なのである54。
ラスキンの慧眼は，人間の生命活動は，労働や経済的価値ではなく「生を支える絶対的な力」に高める
46 ジョン・ラスキン『ルネラ・プルウェリス―政治経済要義論―』，木村正身訳，関書院，1958年，33～35頁。
47 同上，34頁。
48 同上，35頁。
49 同上，39～40頁。
50 同上，44頁。
51 同上，56頁。
52 同上，79～80頁。
53 同上，153頁。
54 同上，180頁。
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ことで，はじめて人間らしくなり，それに応じて富も全体として形成されると喝破したことにある。だか
らこそ，人間は，，「全幅的な人間本性 the entire human nature」として美の発現へと向かい，社会の価
値に高め“生を措いて他に富は存在しない”といった社会こそが人間の社会であると強調するのである。
「本有的価値」と「実効的価値」もこの脈絡の内にあることは言うまでもない。ラスキンは，別の著書で
次のようにも述べている。
すなわち，芸術がそうであるように，「善良で偉大な人間の魂の個性，活動力，生きた感受性を表現し
ている限り，価値」があるのであって，「見よ，それが私だ」と厳かな声を上げて現れ，「作品のうちに『全
人（the Whole Man）』が存在する」どうかが問われなければならないとする55。したがって，価値は，「あ
る魂が別の魂に語る表現であり，表現する魂の偉大さに応じて貴重である」といった真実の生の喜びや善
行そのものなのである。それを無視することは，むなしい快楽，虚偽のそれとなる56。価値は，「人間精神
のすべてが健全で活力があり，知性に劣らず想像力と情緒が十分に発達」している状況の社会を創造する
からこそ価値となるのである57。
となれば，ラスキンの価値論は，人間の生命活動とその豊かさは，労働を自然に対する対象的な活動と
し，かつ他者のための使用価値の生産としたマルクスのそれとは本質的に異なる。自然対象的行為で使用
価値を生む労働論ではなく，その生産力としての発展論でもない。芸術のような作品の創造となる人間の
力そのものを問う。また，人間の手技（アート・クラフト）と知性と心情によるところの人間の探求と，
自らのオリジナリティを表現するあらゆる活動が，人間の「労働」となり，富となって人びとの眼前に立
ち現れる。そうした価値論となるのである。
この価値形成において，障害者も健常者も区別は生じようがない。よって，障害者と健常者の境界を新
しく編集しようとするエイブル・アートや現代アートは，ラスキンの価値論によってその現代的意義をは
じめて理論化できる。とりわけ，違いが違いのままに受け入れられていく関係の社会が編集されることと
なり，多様な生き方と働き方を可能とする人間社会の未来を語りうる。そして，労働が他者のためや社会
のための単なる利他主義や頑張り主義に拡張することもなく，人間の表現活動に根ざすオリジナリティの
発揮によって創造される人間社会の質を常に問うものになる。つまり，他者のための制作や使用価値の追
求ではなく，その人の人間的な創作こそが労働のテーマとなる。また，いろいろな人のオリジナルな創作
活動が個別的で分散的な制作のための労働を編成することで，文化的で社会的な価値が物質的価値を凌駕
するようになる。そして，利益は，社会的，地域的なものとなる。そうした総合的で連帯的な協働の人間
の営みが人間の富となって人間に帰っていくのである。
これまで，障害者は労働の場で障害者になるしかなかった。だが，創作とその連続で仕事がつくられる
と，自らのオリジナリティが価値を創出することとなる。そして，できることとできないことを自分で見
極めながら，さまざまに新しい意味や多様な価値をそれぞれの関係や協働から引き出すようになる。また，
そうした創作が，関係をより相互依存のネットワークにする。そのようにして，制作と創作の境界が編集
されて，健常者と障害者の差別や分離を超える社会のエネルギーが生まれるのである。
アートを社会に介入させるアートマネジメントやソーシャル・エンゲイジド・アートに期待が集まるの
は，そうした未来社会が見えるようになったからである。ラスキンが教えるように，美しさや尊さ，善行
などをつくるエネルギーに溢れる社会こそが，また，それを受けとめていく行為，活動，仕事の創造こそ
が，人間社会の本当の姿ではないのか。戦争と生産力発展の歴史は，物質的価値に囚われたと言う意味で，
人間の本史ではないことは明らかである。
55 ジョン・ラスキン『続ヴェネティアの石―ルネサンスとグロテスク精神―』，前掲書，234～235頁。
56 同上，255～257頁。
57 同上，214頁。
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台湾の都市では，アートを社会に介入させ，かつ歴史・文化と融合させながら，植民地化された歴史を
昇華し，かつグローバルで開放的な地域開発をめざす。そのために，アートの介入をはかり，都市は，そ
の持っているであろう潜在力を発現させていく。そうした新しい価値や意味を創出し，地域をリノベー
ションしていく。台湾の社區営造運動は，まさしく，こうしたアートの介入によるリノベーションを設計
したものである。コミュニティをリノベートするためにも，また，ラスキンが描く人間の本来の姿を取り
戻すためにも，日本は，世界の都市の創造の手法と成果に学び，新しい社会的価値を創出する自由を拡大
することが必要である。雑誌『ソトコト』は，2017年12月号で「特集　台湾のまちづくり」を組み，「山
崎　亮　台湾のローカルイノベーションを見にいく」といった記事を掲載したが，その背景が理解されて
くる。
